
 

 

付紙第 1 

ＳＤＡ 

平成２９年度事業の構想 

１ 講習会 

(1)  実技講習会 

今年度は受講者が初めて４００名を割り込む等、近年、従業員不足から受講者が減少 

しているが、受講しておくことは、所轄署との良好な関係維持のためにも有効であるので、 

各社の積極的な受講をお願いする。 

 

(2)  座学講習会 

     平成２８年度は、東京都、大阪府及び京都府において、店舗の安全運転管理、防犯 

及び暴対関係の座学講習会を実施したところ、ＦＣオーナーや本部のスーパーバイザー 

等の諸氏から、その効果を高く評価された。 

一般にＦＣ店舗には講習会出席の要請をすることが難しいという意見もあるが、FC店 

舗に対しても講習会出席の有効性を伝えて、受講の促進をお願いする。 

  平成２９年度は、店長及びＦＣオーナー等を対象に、自転車と防犯を合わせて、東京 

都、神奈川県及び大阪府において座学講習会を計画する。 

 

２ 無事故無違反運動 

  今年度は参加者数が 1.9％増加し、昨年度、４６道府県では達成率が 0.1％上昇した。来 

年度も参加者数及び達成率の増加・向上を期待する。補助金は本年度同様１５０円／人とす

る。今年度初めて、自動車安全運転センター理事長感謝状を受領したが、来年度も受領でき

るよう、無事故無違反に努めていただきたい。 

 

３ 所轄署等との良好な関係の構築 

各社本部でＦＣ店舗等の所在所轄署等への対応や指導に手が回らないときは、事務局に

通報いただくと、問題解決や良好な関係の構築に向けて努力するので、遠慮なく相談された

い。 

 

４ 安全運転競技大会 

  来年度も実行委員、スタッフ及び競技用車両の貸し出し等の協力をお願いする。 

  第１４回警視庁との共催の安全運転競技大会は７月４日（火）に実施する。また、第２０回Ｓ

ＤＡセーフティコンテストは９月９日（土）に実施する。後者については、第２０回記念大会であ

るので、記念品（タオルを予定）を計画している。近年参加者が少なく、大会運営費用が赤字

となっているので、来年度は一人当たりの参加料を５千円上げて３万円としたい。多数の参加

をお願いする。 

 

５ 交通安全運転マニュアルの頒布促進 

  先日、岡山県の岡山南商工会から、ＳＤＡのホームページを見て購入希望があり３部販売

した。いくつかの警察本部の交通部から「この店長用マニュアルは安全運転管理者の講習用

として適切である」との評価を受けている。 

 各社におかれては、ＦＣ店舗に対しても、ドライバー用マニュアルを含めて購入を勧めてい

ただきたい。 

以 上    


